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の結果を Mn2十が不純物として含まれる異方的強磁性鎖 CoC12.2H20 に適用してその不純物状態を
議論した。さらに，この系のスピン波比熱および不純物磁化等の温度依存性を考察し，低温にむける
これらの熱力学的量の振舞いにはギャップ内の局在 S型モードが重要な役割lを演じることを指摘した O
第5章は結論で，本研究の諸結果を総括し，今後の問題について述べてある O
論文の審査結果の要旨
化合物強磁性体または反強磁性体に少量の不純物を入れたときのスピン波エネルギーの計算は従来
もなされてきたが，本論文はこれをフェリ磁性物質および異方的交換相互作用をもっ物質に拡張して
詳しくエネルギー準位を調べた。特にエネルギーバンドのギャップ内に生ずる不純物モードの描像を
明らかにした口また一次元的異方性交換相互作用をもっ物質として CoC12・2H20の Co2十に少量の
Mn2十を置換した物質に対する比熱の濃度依存性の実験結果をほぼ説明することに成功した。
以上の様に本論文は磁性体の研究の発展に寄与するところ大であり，博士論文として価値あるもの
と言忍める O
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